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大　宮　有　博114
う問題提起に対して真摯な応答をする聖書学者の中で始まったものである。オー
ストラリア、アメリカ、ヨーロッパで生まれ育ったエコロジカル聖書解釈は、
懐疑の解釈で聖書を読み被造物の視点を回復させる立場もある一方で、聖書は
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る。エコフェミニストやアース・バイブル・プロジェクトは前者の立場を取る。
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